
激戦地 硫⻩島の戦い 

陸軍（総兵⼒ 21,000名） 硫⻩島（いおうとう）は、⼩笠原諸島の南端近くにある東⻄8 km、南北4 kmの島
⽶軍の兵⼒は、艦船８００隻の、航空機４，０００機、総数２５万⼈。昭和２０年２⽉１６⽇、硫⻩島に対して熾烈な艦砲射撃と空爆
が開始された。
昭和20年2⽉から1か⽉の死闘の末、2万⼈の⽇本軍守備隊は援軍や補給を断たれて「⽟砕」。その戦いは本⼟決戦に向けて国⺠を⿎舞する象徴と
された。  19,900⼈戦死 ⽣存者 1,000⼈ 収容遺⾻ 10,000 柱 ⾝元確認できず (黙祷)  !!

 
⼩笠原兵団（兵団⻑︓栗林忠道陸軍中将、参謀⻑︓⾼⽯正陸軍⼤佐、師団司令部附︓⼤須賀應陸軍少将）
Battle of Iwo Jima, 1945年2⽉19⽇ - 1945年3⽉26⽇）は、第⼆次世界⼤戦末期に東京都硫⻩島村に属する⼩笠原諸
島の硫⻩島において⽇本軍とアメリカ軍との間で⾏われた戦いである。
1944年8⽉時点での連合軍の戦略では、⽇本本⼟侵攻の準備段階として台湾に進攻する計画であった。台湾を拠
点とした後に、中国⼤陸あるいは沖縄のいずれかへ進撃することが予定された。台湾の攻略作戦については「コー
ズウェイ作戦」 (⼟⼿道作戦) としてに具体的な検討が進められたが、その後に陸海軍内で議論があり、1944年10⽉
にはアメリカ統合参謀本部が台湾攻略の計画を放棄して、⼩笠原諸島を攻略後に沖縄に侵攻することが決定され
た。作戦名は「デタッチメント作戦（分断作戦）」と名付けられたが、のちに「海兵隊史上最も野蛮で⾼価な戦
い」と呼ばれることにもなった

 

作戦は、ダグラス・マッカーサーによるレイテ島の戦いやルソン島の戦いが計画より遅延したことで2回の延期を経
て、1945年2⽉19⽇にアメリカ海兵隊の硫⻩島強襲が艦載機と艦艇の砲撃⽀援を受けて開始された。上陸から約1
か⽉後の3⽉17⽇、栗林忠道陸軍中将（戦死認定後陸軍⼤将）を最⾼指揮官とする⽇本軍硫⻩島守備隊（⼩笠原兵
団）の激しい抵抗を受けながらも、アメリカ軍は同島をほぼ制圧。3⽉21⽇、⽇本の⼤本営は17⽇に硫⻩島守備隊が
⽟砕したと発表する。しかしながらその後も残存⽇本兵からの散発的な遊撃戦は続き、3⽉26⽇、栗林⼤将以下300
名余りが最後の総攻撃を敢⾏し壊滅、これにより⽇⽶の組織的戦闘は終結した。アメリカ軍の当初の計画では硫⻩
島を5⽇で攻略する予定であったが、最終的に1ヶ⽉以上を要することとなり、アメリカ軍の作戦計画を⼤きく狂わ
せることとなった。

いったん戦闘が始まれば、⽇本軍には⼩規模な航空攻撃を除いて、増援や救援の具体的な計画・能⼒は当初よりな
く、守備兵⼒20,933名のうち95%の19,900名が戦死あるいは戦闘中の⾏⽅不明となった。⼀⽅、アメリカ軍は戦死
6,821名・戦傷21,865名の計28,686名 の損害を受けた。太平洋戦争後期の上陸戦でのアメリカ軍攻略部隊の損害（戦
死・戦傷者数等の合計）実数が⽇本軍を上回った稀有な戦いであり、フィリピンの戦い (1944-1945年)や沖縄戦とと
もに第⼆次世界⼤戦の太平洋戦線屈指の最激戦地の⼀つとして知られる。

 
硫⻩島は、⽇本の⾸都東京の南約1,080km、グアムの北約1,130kmに位置し、⼩笠原諸島の⼩笠原村(旧硫⻩島村)に
属する⽕⼭島である。島の表⾯の⼤部分が硫⻩の蓄積物で覆われているところからこの島名がつけられた。⻑径は
北東から南⻄⽅向に8km未満、幅は北部ではおよそ4km、南部ではわずか800mである。⾯積は21km2程度、最⾼点
は島の南部にある標⾼169mの摺鉢⼭である。⼟壌は⽕⼭灰のため保⽔性はなく、飲料⽔等は塩⾟い井⼾⽔か⾬⽔に
頼るしかなかった。戦前は硫⻩の採掘やサトウキビ栽培などを営む住⺠が約1,000⼈居住していた。

 
⽇本軍は1941年12⽉の太平洋戦争開戦時、海軍根拠地隊約1,200名、陸軍兵⼒3,700ないし3,800名を⽗島に配備し、
硫⻩島をこの部隊の管轄下に置いていた。開戦後、南⽅⽅⾯（東南アジア）と⽇本本⼟とを結ぶ航空経路の中継地
点として、⼩笠原諸島で唯⼀⾶⾏場にできる平地のある硫⻩島の戦略的重要性が認識され、海軍が摺鉢⼭の北東約
2kmの位置に千⿃⾶⾏場を建設し、航空兵⼒1,500名および航空機20機を配備した。硫⻩島の防衛は海軍の担当であ
ったが、戦⼒は航空隊や施設隊中⼼に1,000⼈程度の戦⼒であった
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その後、戦況が不利となった⽇本は、1943年9⽉30⽇の閣議及び御前会議で「今後採ルヘキ戦争指導ノ⼤綱」を決
め、その中で硫⻩島を含む⼩笠原諸島が絶対国防圏として定められ戦⼒が増強されることとなり、11⽉15⽇には独
⽴混成第1連隊が⽗島要塞に増派される予定であったが、南⽅の戦況悪化のためニューアイルランド島に転⽤される
こととなった。その後、1943年11⽉にアメリカ軍はマーシャル諸島を侵攻し（ギルバート・マーシャル諸島の戦
い）、マキンの戦い、タラワの戦い、クェゼリンの戦いなど⽇本軍守備隊の⽟砕が相次ぐと、1944年2⽉5⽇に⼤本
営は既定路線ながら進んでいなかった⼩笠原諸島の戦⼒強化を促進することとし、⼤隊編成の要塞歩兵隊を3個、中
隊編成の要塞歩兵隊を2個に砲兵隊や⼯兵隊を送り込むこととし、これらの部隊は3⽉4⽇に⽗島に到着した。さらに
トラック島空襲で⽇本軍が⼤損害を被ると、2⽉21⽇に⼤隊編成の要塞歩兵隊5個の追加派遣を決定した

 
さらに⼤本営は、マリアナ諸島、トラック諸島、パラオ諸島、⼩笠原諸島の中部太平洋の防衛を統括する第31軍を
編成し、⽗島要塞も第31軍司令官⼩畑英良陸軍中将の指揮下となった。⽗島要塞を司令部とする⼩笠原地区集団に
対して、第31軍は各島の陣地構築強化を命じたが、特に硫⻩島については「⼩笠原地区ニ於ケル最重要航空基地ト
シテ之ヲ絶対ニ確保スル如ク要塞化ス」とされ、最優先で強度“特甲”の要塞を構築するよう命じられた。⽗島要塞・
⼩笠原地区集団司令官⼤須賀応少将は第31軍の命令に基づき、硫⻩島に、3⽉23⽇に要塞歩兵隊8個と砲兵・⼯兵か
らなる「伊⽀隊」（⽀隊⻑厚地兼彦⼤佐以下4,883⼈）を派遣した。第31軍司令官⼩畑も硫⻩島には気をかけてお
り、3⽉中に司令部のあったサイパン島から硫⻩島を訪れている。⼩畑は硫⻩島の防衛態勢を確認し、厚地が⽕砲を
⾼地に配置しているのを⾒て「海岸の全域にトーチカを構築しその中に⽕砲を据え付けろ」と命じている。これ
は、⽇本軍島嶼防衛作戦の原則であった「⽔際配置・⽔際撃滅主義」に基づく命令であり、厚地はやむなく⼩畑の
命令通りに⾼地に設置してあった⽕砲を海岸に配置し直している。⼀⽅で、「伊⽀隊」の進出前まで硫⻩島の防衛
を担当していた海軍も順次戦⼒増強を続けており、3⽉時点で和智恒蔵⼤佐を司令官として、海軍陸戦隊の硫⻩島警
備隊600⼈など、2,000⼈の戦⼒を有しており、硫⻩島には陸海軍で7,000⼈の兵⼒が防衛につくこととなった。

⼩笠原兵団の編成と編制

⼤本営は、アメリカ軍のパラオ諸島空襲など、パラオやマリアナの戦況が⾵雲急を告げるようになると、第31軍に
よる⼩笠原諸島の作戦指導は困難になる可能性がたかく、⼩笠原にも作戦の権限を与えるために、マリアナへの戦
⼒増強がひと段落した1944年5⽉22⽇をもって、他の在⼩笠原⽅⾯部隊と併せて第109師団を編成した(⼤陸命1014
号）。隷下部隊としては、⽗島に配備されている⽗島要塞守備隊等、硫⻩島に配備されている「伊⽀隊」等、⺟島
の混成第1連隊を指揮下においた。そして第109師団の師団⻑には太平洋戦争緒戦の南⽅作戦・⾹港攻略戦で第23軍
参謀⻑として従軍、攻略戦後は留守近衛第2師団⻑として内地に留まっていた栗林忠道陸軍中将が任命され就任し
た。栗林は5⽉27⽇に親補式に臨んだが、その席で東條英機陸軍⼤⾂兼参謀総⻑から「帝国と陸軍は、この重要な島
の防衛に関して、貴官に全⾯的な信頼をかけている」と声をかけている。

栗林は第109師団⻑として、⼩笠原諸島全体の最⾼司令官であり、司令部機能が充実している⽗島要塞で指揮を執る
ものと思われていたが、6⽉8⽇に⽇本本⼟から直路硫⻩島に向かい、そのまま戦死するまで⼀度も硫⻩島を出るこ
とはなかった。栗林が硫⻩島を司令部に選んだのは、⼤本営の分析通り、⾶⾏場のある硫⻩島にアメリカ軍が侵攻
してくる可能性が⾼いという戦略的判断と、指揮官は常に戦場の焦点にあるべきという信念に基づくものであった
とされている。

 

6⽉15⽇にアメリカ軍がサイパン島に上陸してサイパンの戦いが始まったが、⽇本軍守備隊は⽔際撃滅に失敗、アメ
リカ軍が内陸に向けて進撃していた。マリアナでの決戦を策し、「あ号作戦」を発動させていた海軍は、アメリカ
軍の空襲で壊滅していたマリアナの航空戦⼒に代えて、アメリカ軍機動部隊との決戦に向かう第⼀機動艦隊（空⺟9
隻、搭載機数約440機）を⽀援させるため、第27航空戦隊及び横須賀海軍航空隊の⼀部で「⼋幡空襲部隊」（指揮
官︓松永貞市中将）を編制し硫⻩島に進出させることとした。「⼋幡空襲部隊」の戦⼒は約300機の予定であった
が、硫⻩島付近の天候不良で進出が遅れて、6⽉19⽇時点で進出できたのはわずか29機に過ぎなかった。その6⽉19
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⽇に⽇本第⼀機動艦隊とアメリカ第58任務部隊が激突しマリアナ沖海戦が始まったが、第⼀機動艦隊は空⺟3隻と艦
載機の⼤半を失う惨敗を喫してマリアナ海域より退避し、「あ号作戦」は惨憺たる結果に終わった。

マリアナ沖海戦で連合艦隊が惨敗を喫すると、⼤本営はサイパン島の確保は困難という判断を下し、このままマリ
アナ諸島を失って⼩笠原諸島が最前線陣地となる危険性が⾼まった。そこで⼤本営は、6⽉26⽇に⼤本営直轄部隊た
る⼩笠原兵団を編成し、第31軍の指揮下から外して、第109師団以下の陸軍部隊を「隷下」に、第27航空戦隊以下の
海軍部隊を「指揮下」とし、その兵団⻑を栗林に兼任させて⼩笠原諸島の防衛を委ねることとした（⼤陸命1038
号）。

 
さらに⼤本営は、サイパン島奪回作戦の逆上陸部隊として準備していた、歩兵第145連隊（連隊⻑・池⽥増雄⼤
佐）、同じく九七式中戦⾞（新砲塔）と九五式軽戦⾞を主⼒とする戦⾞第26連隊（連隊⻑・⻄⽵⼀中佐）を硫⻩島
に送り込むことを決めた。その他の有⼒部隊として、秘密兵器である四式⼆〇糎噴進砲・四式四〇糎噴進砲（ロケ
ット砲）を装備する噴進砲中隊（中隊⻑・横⼭義雄陸軍⼤尉）、九⼋式⾅砲を装備する各独⽴⾅砲⼤隊、九七式中
迫撃砲を装備する各中迫撃⼤隊、⼀式機動四⼗七粍砲（対戦⾞砲）を装備する各独⽴速射砲⼤隊も増派された。ま
た、硫⻩島の従来より硫⻩島に配置されていた「伊⽀隊」等の各要塞歩兵隊の混成旅団への改編に着⼿し、7⽉まで
には混成第2旅団として編成し、旅団⻑には⽗島要塞の司令官であった⼤須賀が任じられた。同様に⽗島要塞の部隊
も混成第1旅団に改編され旅団⻑は⽴花芳夫少将が任じられている。

 
「あ号作戦」には間に合わなかった「⼋幡空襲部隊」であったが、6⽉24⽇にようやく戦闘機59機、艦爆29機、陸攻
21機の戦⼒を硫⻩島に進出させた。しかし、同⽇早朝に機先を制して第58任務部隊第1群の空⺟「ホーネット」、
「ヨークタウン」、「バターン」から発艦したアメリカ軍艦載機約70機が硫⻩島を襲撃、「⼋幡空襲部隊」はエー
スパイロット坂井三郎も含めて全戦闘機を出撃させて迎撃したが24機が未帰還となったのに対して、アメリカ軍の
損害は6機であった（⽇本側は41機の撃墜を報告）。さらに「⼋幡空襲部隊」はアメリカ軍艦隊に対して反撃を⾏っ
たが、艦爆7機と戦闘機10機が未帰還となって、たった1⽇で半分の戦⼒を失ってしまった。その後も「⼋幡空襲部
隊」の硫⻩島への進出は進み、アメリカ軍艦隊やサイパンの⾶⾏場やアメリカ軍地上部隊に対する攻撃が続けられ
た。アメリカ軍はそれに対抗して硫⻩島への再三にわたる空襲を⾏ってきたので、「⼋幡空襲部隊」は次第に戦⼒
を失い、最後は7⽉4⽇に巡洋艦8隻と駆逐艦8隻による艦砲射撃によって作戦機を全機撃破されてしまった。このた
め、アメリカ軍侵攻前に硫⻩島の航空戦⼒はほとんどなくなってしまった。

 
硫⻩島には1940年時点で住⺠が1,051⼈居住していたが、否が応でも戦争に巻き込まれてしまい、全島192⼾の住宅
は3⽉16⽇までの空襲で120⼾が焼失、6⽉末には20⼾にまでなっていた。栗林は住⺠の疎開を命じ、⽣存していた
住⺠は7⽉12⽇まで数回に分けて⽗島を経由して⽇本本⼟に疎開した。

 
⽇本軍は対上陸部隊への戦術としてタラワの戦いなど、上陸部隊の弱点である海上もしくは⽔際付近にいるときに
戦⼒を集中して叩くという「⽔際配置・⽔際撃滅主義」を採⽤していた。タラワ島ではこの⽅針によってアメリカ
軍の上陸部隊の30％を死傷させる⼤打撃を与えたが、サイパンの戦いにおいては、想定以上の激しい艦砲射撃に加
え、⽇本軍の陣地構築が不⼗分であったことから、⽔際陣地の⼤部分が撃破されてしまい、上陸部隊の損害は10％
と相応の打撃を与えたものの、⽇本軍の損害も⼤きく、短期間のうちに戦⼒が消耗してしまうこととなった。この
サイパン島の敗戦は⽇本軍に⼤きな衝撃を与えて、のちの島嶼防衛の⽅針を⼤きく変更させた。その後に作成され
たのが1944年8⽉19⽇に参謀総⻑名で⽰達された「島嶼守備要領」であり、この要領によって⽇本軍の対上陸防衛
は、従来の「⽔際配置・⽔際撃滅主義」から、海岸線から後退した要地に堅固な陣地を構築し、上陸軍を引き込ん
でから叩くという「後退配備・沿岸撃滅主義」へと⼤きく変更されることとなった。

 
硫⻩島においても、栗林が着任前には、前軍司令官の⼩畑の指⽰もあって、従来の「⽔際配置・⽔際撃滅主義」に
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よる陣地構築が⾏われていたが、栗林は6⽉8⽇に硫⻩島に着任するとくまなく島内を⾒て回り、硫⻩島の地形的特
質を緻密に検討して、サイパン島の陥落前の6⽉17⽇には、従来の「⽔際配置・⽔際撃滅主義」を捨て、主陣地を⽔
際から後退させて「縦深陣地」を構築し、上陸部隊を⼀旦上陸させたのちに、摺鉢⼭と北部元⼭地区に構築する複
廓陣地で挟撃して⼤打撃を与えるといった攻撃持久両⽤作戦をとることとし、「師団⻑注意事項」として全軍に⽰
達された。この栗林の⽅針転換は、サイパン島の陥落によって⽅針を転換した⼤本営に先んじるものであった。な
お、ペリリューの戦いにおいて、アメリカ軍を持久戦術で苦しめた中川州男陸軍⼤佐も、1944年7⽉20⽇に⼤本営が
戦訓特報第28号によって通知したサイパン島の戦訓を活かして、栗林とほぼ同時期に「縦深陣地」を構築し、圧倒
的優勢なアメリカ軍を2か⽉以上も⾜⽌めし多⼤な出⾎を強いている。

 
栗林は、アメリカ軍を内陸部に誘い込んでの持久戦や遊撃戦（ゲリラ）を新戦闘⽅針とし、6⽉20⽇にはそのための
陣地構築を、「伊⽀隊」に命じた。しかし、この栗林の⽅針転換に対しては、⾶⾏場の確保を主⽬的とする南⽅諸
島海軍航空隊司令の井上左⾺⼆海軍⼤佐らと、従来の「⽔際配置・⽔際撃滅主義」に拘る⼀部の陸軍幕僚から反対
意⾒が出た。特に第109師団の参謀⻑堀静⼀⼤佐は陸軍⼠官学校の教官をしていたこともあり、80年にも渡って⽇本
軍が研究してきた「⽔際配置・⽔際撃滅主義」に固執し、混成第2旅団⻑の⼤須賀も海軍や堀の意⾒に賛同した。栗
林は頑迷な海軍と⼀部の陸軍⼠官に対して失望し「⼠官はバカ者か、こりごりの奴ばかりだ、これではアメリカと
いくさはできない」と副官にぼやいていたが、8⽉中旬の陸海軍による協議において栗林が妥協し、⼀部の⽔際・⾶
⾏場陣地構築が決定された。この妥協によって栗林の作戦計画が不徹底となったという指摘に対して、第109師団参
謀の堀江芳孝少佐は「栗林中将⾃⾝は持久戦（後⽅・地下陣地構築）⽅針は⼀切変更しておらず、海軍が資材を提
供してくれるなら、⼀部陸軍兵⼒でこれを有効活⽤できる」「⽔際陣地は敵の艦砲射撃を吸引する偽陣地的に使⽤
できる」などと栗林が計算したうえでの妥協であったと証⾔している。海軍側は12,000トンものセメントの提供を
提案したが、結局送られてきたセメントは3,000トンに⽌まった。

 

海軍には妥協した栗林であったが、軍司令官に公然と反論した堀や⼤須賀に対しては、軍内の統制を保つためにも
看過することなく、12⽉には⼤須賀を更迭し、代わりに陸軍⼠官学校同期で“歩兵戦の神”の異名をもつ千⽥貞季少将
を呼び、また堀も更迭して⾼⽯正⼤佐を参謀⻑に昇格させた。他にも栗林は⾃分の⽅針に従わない参謀や部隊指揮
官らを更迭し、その⼈数は18⼈にもなった。この強引な⼈事もあって硫⻩島の陸軍内の統制は保たれることとなっ
た。

栗林中将は後⽅陣地および、全島の施設を地下で結ぶ全⻑18kmの坑道構築を計画（設計のために本⼟から鉱⼭技師
が派遣された）、兵員に対して時間の7割を訓練、3割を⼯事に充てるよう指⽰した。硫⻩島の⽕⼭岩は⾮常に軟ら
かかったため⼗字鍬や円匙などの⼿⼯具で掘ることができた。また、司令部・本部附のいわゆる事務職などを含む
全将兵に対して陣地構築を命令、⼯事の遅れを無くすため上官巡視時でも作業中は⼀切の敬礼を⽌めるようにする
など指⽰は合理性を徹底していた。そのほか、最⾼指揮官（栗林中将）⾃ら島内各地を巡視し21,000名の全将兵と
顔を合わせ、また歩兵第145連隊の軍旗（旭⽇旗を意匠とする連隊旗）を兵団司令部や連隊本部内ではなく、⼯事作
業場に安置させるなどし将兵のモチベーション維持や軍紀の厳正化にも邁進した。しかしながら主に⼿作業による
地下⼯事は困難の連続であった。激しい⾁体労働に加えて、⽕⼭である硫⻩島の地下では、防毒マスクを着⽤せざ
るを得ない硫⻩ガスや、30℃から50℃の地熱にさらされることから、連続した作業は5分間しか続けられなかった。
またアメリカ軍の空襲や艦砲射撃による死傷者が出ても、補充や治療は困難であった。「汗の⼀滴は⾎の⼀滴」を
合⾔葉に作業が続けられたが、病死者、脱⾛者、⾃殺者が続出した。

 

坑道は深い所では地下12mから20m以上(硫⻩島で遺⾻収⽤の際、実際に確認されている。)、⻑さは摺鉢⼭の北斜⾯
だけでも数kmに上った。地下室の⼤きさは、少⼈数⽤の⼩洞⽳から、300⼈から400⼈を収容可能な複数の部屋を備
えたものまで多種多様であった。出⼊⼝は近くで爆発する砲弾や爆弾の影響を最⼩限にするための精巧な構造を持
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ち、兵⼒がどこか1つの⽳に閉じ込められるのを防ぐために複数の出⼊⼝と相互の連絡通路を備えていた。また、地
下室の⼤部分に硫⻩ガスが発⽣したため、換気には細⼼の注意が払われた。

栗林中将は島北部の北集落から約500m北東の地点に兵団司令部を設置した。司令部は地下20mにあり、坑道によっ
て接続された各種の施設からなっていた。島で2番⽬に⾼い屏⾵⼭には無線所と気象観測所が設置された。そこから
すぐ南東の⾼台上に、⾼射機関砲など⼀部を除く硫⻩島の全⽕砲を指揮する混成第2旅団砲兵団（団⻑・街道⻑作陸
軍⼤佐）の本部が置かれた。その他の各拠点にも地下陣地が構築された。地下陣地の中で最も完成度が⾼かったの
が北集落の南に作られた主通信所であった。⻑さ50m、幅20mの部屋を軸にした施設で、壁と天井の構造は栗林中将
の司令部のものとほぼ同じであり、地下20mの坑道がここにつながっていた。摺鉢⼭の海岸近くのトーチカは鉄筋
コンクリートで造られ、壁の厚さは1.2mもあった。

 

硫⻩島の第⼀防衛線は、相互に⽀援可能な何重にも配備された陣地で構成され、北⻄の海岸から元⼭⾶⾏場を通り
南東⽅向の南村へ延びていた。⾄る所にトーチカが設置され、さらに⻄⽵⼀中佐の戦⾞第26連隊がこの地区を強化
していた。第⼆防衛線は、硫⻩島の最北端である北ノ⿐の南数百mから元⼭集落を通り東海岸へ⾄る線とされた。第
⼆線の防御施設は第⼀線より少なかったが、⽇本軍は⾃然の洞⽳や地形の特徴を最⼤限に利⽤した。摺鉢⼭は海岸
砲およびトーチカからなる半ば独⽴した防衛区へと組織された。戦⾞が接近しうる経路には全て対戦⾞壕が掘削さ
れた。摺鉢⼭北側の地峡部は、南半分は摺鉢⼭の、北半分は島北部の⽕砲群が照準に収めていた。

1944年末には、島に豊富にあった⿊い⽕⼭灰をセメントと混ぜることでより⾼品質のコンクリートができることが
分かり、硫⻩島の陣地構築はさらに加速した。⾶⾏場の付近の海軍陸戦隊陣地では、予備学⽣出⾝少尉の発案で、
放棄された⼀式陸攻を地中に埋めて地下待避所とした。アメリカ軍の潜⽔艦と航空機による妨害によって建設資材
が思うように届かず、また上述の通り海軍側の強要により到着した資材および構築兵⼒を⽔際・⾶⾏場陣地構築に
割かざるを得なかったために、結局坑道はその後に追加された全⻑28kmの計画のうち17km程度しか完成せず、司令
部と摺鉢⼭を結ぶ坑道も、残りわずかなところで未完成のままアメリカ軍を迎え撃つことになったが、戦闘が始ま
ると地下陣地は所期の役割を⼗⼆分に果たすことになる。

のちに栗林が築き上げたこの防御陣地に多⼤な出⾎を強いられることとなった、硫⻩島上陸部隊の指揮官である第
56任務部隊の司令官ホーランド・スミス海兵中将は、防御陣地と栗林による部隊の配置を以下のように評した。

 

本軍の増援部隊も徐々に硫⻩島へ到着した。硫⻩島には混成第2旅団5,000名が配備されていたが、サイパン陥落に
伴い、池⽥益雄⼤佐の指揮する歩兵第145連隊2,700⼈が到着した。海軍でも、第204建設⼤隊1,233名が到着し、速
やかに地下陣地の建設⼯事に着⼿した。8⽉10⽇、市丸利之助海軍少将が硫⻩島に着任し、続いて⾶⾏部隊および地
上勤務者2,216名が到着した。

次に増強されたのは砲兵であり、1944年末までに75mm以上の⽕砲約361⾨が稼動状態となった。

 
中でも⽇本陸軍の新兵器・ロケット砲（噴進砲）である、四式⼆〇糎噴進砲（弾体重量83.7 kg・最⼤射程
2,500m）、四式四〇糎噴進砲（弾体重量509.6 kg・最⼤射程4,000m）および、緒戦の南⽅作戦（シンガポールの戦
い等）から実戦投⼊され、⼤威⼒を発揮していたスピガット・モーター（差込型迫撃砲）である九⼋式⾅砲（弾体
重量約300kg・最⼤射程1,200m）などは、航空爆弾に相当する⼤威⼒をもつと同時に発射台が簡易構造なことか
ら、迅速に放列布置が可能で、発射後はすぐに地下陣地へ退避することができるという利点を持っていた（また、
この噴進砲・⾅砲は独特かつ⼤きな⾶翔⾳を発するため友軍および敵軍に対する⼼理的効果も備えていた）。

 
これらの⽕⼒は通常の⽇本軍1個師団が保有する砲兵⽕⼒（師団砲兵）の4倍に達しており、特筆する点として重榴
弾砲（九六式⼗五糎榴弾砲等）や加農（九⼆式⼗糎加農・⼋九式⼗五糎加農等）といった⻑射程の重砲ではなく、
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輸送や操砲が容易で⾯積が狭い硫⻩島での運⽤に適し、隠匿性に優れる迫撃砲・ロケット砲が集中運⽤されている
ことが挙げられる。これらの⽕砲は海空からの⽀援や補給が絶望的な⽇本軍守備隊の貴重な⼤⽕⼒であり、また⽐
較的⼩⼝径の対戦⾞砲や野砲も地形を⽣かした放列布置により多数の戦⾞・装甲⾞を撃破するなど、実戦で特に活
躍することとなる。しかし海岸砲を主体とする摺鉢⼭の⽕砲陣地のみ、海軍の不⼿際によって敵軍上陸を迎える前
に全滅している（同⼭に展開していた海軍管轄の海岸砲が、栗林中将が事前に定めていた防衛戦術を無視しアメリ
カ軍の事前砲撃時に発砲を⾏った結果、⽕砲位置を露呈してしまい反撃を受けたため）。

 
さらに、北満駐屯の後に当時は⽇本領だった朝鮮半島の釜⼭へ移動していた戦⾞第26連隊が、硫⻩島へ配備され
た。連隊⻑は騎兵出⾝でロサンゼルス・オリンピック⾺術⾦メダリストである、「バロン⻄」こと男爵⻄⽵⼀陸軍
中佐で、兵員600名と戦⾞（九七式中戦⾞・九五式軽戦⾞）計28両からなっていた。26連隊は陸軍輸送船「⽇秀丸」
に乗り7⽉中旬に本⼟を出航したが、7⽉18⽇、⽗島まで250kmの海上でアメリカ海軍のガトー級潜⽔艦「コビア」
の雷撃によって撃沈された。この時の連隊の戦死者は2名だけだったが、戦⾞は他の硫⻩島向け資材や兵器とともに
全て海没した。補充は12⽉に⾏われ、最終的に11両の九七式中戦⾞（新砲塔）と12両の九五式軽戦⾞の計23両が揚
陸された。硫⻩島に前後するサイパン島、ルソン島、占守島等の戦いと異なり、⾯積が極めて狭い孤島である硫⻩
島への戦⾞連隊の配備は⽐較的異例であった。⻄中佐は当初、戦⾞を機動兵⼒として運⽤することを計画したが、
熟慮の結果、戦⾞は移動ないし固定のトーチカとして待伏攻撃に使われることになった。移動トーチカとしては事
前に構築した複数の戦⾞壕に⾞体をダグインさせ運⽤し、固定トーチカとしては⾞体を地⾯に埋没させるか砲塔の
みに分解し、ともに上空や地上から分からないよう巧みに隠蔽・擬装された。

 
アメリカ軍の潜⽔艦と航空機による断続的な攻撃によって多くの輸送船が沈められたが、1945年2⽉まで兵⼒の増強
は続いた。最終的に、⼩笠原兵団は陸海軍計兵⼒21,000名を統⼀した指揮下に置くことになった。しかし、硫⻩島
総兵⼒の半数に達する程の海軍部隊については、海軍の抵抗により完全なる隷下とすることができず、また最⾼指
揮官である市丸海軍少将以下兵に⾄るまで陸上戦闘能⼒は陸軍部隊には及ばない寄せ集めでありながら、⽔際防
御・⾶⾏場確保・地上陣地構築に固執するなど⼤きな問題もあった。そのため、栗林中将は海軍の⼀連の不⼿際、
無能・無策を強く⾮難し、また陸海軍統帥⼀元化に踏み込んだ内容を含む総括電報「膽参電第三五⼀号」（最後の
戦訓電報）を戦闘後期の1945年3⽉7⽇に参謀本部（⼤本営陸軍部）に対し打電している。

 
順調な兵⼒増強に伴って守備隊を苦しめたのが飲料⽔の不⾜であった。元々、硫⻩島には飲⽤可能な井⼾はなく、
⾬⽔を貯める天⽔槽を島の各所に合計500か所設置していたが、兵⼒増強に伴い、アメリカ軍による空爆が激化して
次々と破壊されてしまい、1944年7⽉時点で200か所となっていた。そのため、守備隊は常時飲⽤⽔不⾜に陥り、守
備兵1⼈当たり1⽇の割り当ては⽔筒1/4まで減らされた。井⼾を13か所掘削したが、硫⻩島の地下⽔には硫⻩が含ま
れており、飲⽤には適さなかった。しかし1か所だけが硫⻩分の少ない井⼾でかろうじて飲⽤できたので、残りの井
⼾は炊事⽤の⽔として使⽤した。炊事はそれら硫⻩のまじった⽔と海⽔により⾏ったので、将兵は常に下痢に悩ま
されており、過酷な陣地構築作業もあって次第に将兵たちは衰弱していった。これは、軍司令の栗林も同じで、毎
⽇の洗顔⽤の⽔も飲⽤以外の⽔を茶碗1杯程度を副官と分け合っていた。栗林⾃らが率先して節⽔をしていたことも
あり、部隊指揮官に対しても厳しい節⽔を求めており、ある⽇、部隊⻑が飲⽤⽔⽤の天⽔槽から汲んだ⽔に⼿ぬぐ
いを浸して体をふいているのを⽬撃したときには激しく叱りつけたほどであった。その後も空爆によって天⽔槽の
破壊が続き、約80個となったが、徹底した貯⽔策と節⽔によって、アメリカ軍上陸時点では50⽇分の⽔量を備蓄し
ていた。

 

慢性的な飲⽤⽔不⾜に対し、⾷料については、⼩型船まで使⽤した夜間の海上輸送によって当時の⽇本軍前線とし
ては潤沢であった。アメリカ軍上陸時点での主⾷の備蓄は21,000⼈の守備隊の85⽇分となっていた。 南⽅戦線で補
給に苦しんでいた⽇本軍と戦ってきたアメリカ軍も、硫⻩島とこれに続く沖縄で戦った⽇本兵の明らかな栄養状態
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の改善を認識しており、前線が本⼟に近づくことによって、補給線が短くなって⼗分な補給が受けられていたと分
析していた。

（硫⻩島の）⽇本軍将兵は、新品の服や装備を⾝に着け、健康で明らかに⾷に困っておらず、「⽶」、「乾燥野
菜（⼤⾖、ニンジン、海草、かぼちゃなど）」、「⾦平糖付き乾パン」、「麺」、「⽜⾁と野菜の⽸詰」が⼤量
に置かれた洞窟が島中に散在していた。
（硫⻩島の⽇本兵の）戦闘糧⾷は、「⽶」3⾷分、「ビスケット」3袋、「⿂の⽸詰」1個、毎週120グラムの
「⽢味品」と10⼈に1本の「⽇本酒」。
（沖縄の）敵の装備は良好で補給も⼗分であり、精緻な洞窟陣地は種々の補給品を集めるのに有効であった。
（沖縄の）⽇本兵はアンダーシャツ、パンツ、シャツ、上⾐、ズボンと完全な⾐服を着て、寒い夜に備え、厚い
服と⼤量の⽑布を集積していた。ジャージ⽣地で裏打ちされた⽊綿カーキ⾊のズボンをはいた⽇本兵の死体が補
給地点の近くで発⾒されており、これらの上等な服は、明らかに夜間の急な寒さを予測、対処していたことを⽰
している。
沖縄の⽇本軍の標準的な糧⾷は、⽊枠で包まれた⾦属⽸に⼊っていた。糧⾷には「⽜⾁」5オンス⽸詰、1ポンド
の紙袋⼊り「粉末醤油」、絹の袋に⼊った「乾パン」、「サバ」や「マグロ」の⽸詰もあった。「味噌」、「梅
⼲」、「マグロ」⼊りの樽もあったし、⽩⽶も⼗分にあった。

 
しかし、⾷料の調達⼿段が⽇本本⼟よりの海上輸送に限られていたので、乾燥⾷材や⽸詰が中⼼となり、とくに⽣
野菜の不⾜に悩まされた。栗林は各部隊に畑の開墾を命じ、⾃らも農具をふるったが、硫⻩島の地質は農業に適し
ておらず、まとまった量の収穫はできなかった。また、備蓄は潤沢ながら、持久戦のため⽇頃の⾷事の量を節約し
ており、1944年9⽉以降は平時の20％減での⽀給となった。これは軍司令官の栗林も例外ではなく、⾃分で率先して
将兵と同じ粗⾷としていた。

 
栗林の防御戦術は、⽇本軍全体の島嶼防衛戦術転換前に考案していた「後退配備・沿岸撃滅主義」が基本路線であ
ったが、海軍との計算づくの妥協もあって⼀部⽔際にも陣地を構築しており、いわば「⽔際撃滅」とのハイブリッ
ド戦術とも⾔える。具体的には「⽔際に⾃動⽕器と歩兵を置き、主⼒は北⽅と摺鉢⼭に配置する。海岸に上陸して
隠れる場所のない敵上陸部隊に対して、⽕砲、ロケット砲を集中させて殲滅し、それでも敵が前進してくれば、⽇
本軍はゆっくり後退しながら主陣地よりの砲撃によって⼤打撃を与え続ける」というものであった。アメリカ海軍
の公式戦史を記述した歴史家サミュエル・モリソンはその著書で「硫⻩島の防御配備は、旧式な⽔際撃滅戦法と、
ペリリュー上陸やレイテ島上陸やリンガエン湾上陸で試みられた新しい縦深防御戦術との両⽅の利点を共有したも
のとなった」と栗林の戦術を評した。

 

栗林が部下将兵に徹底した作戦⽅針は以下の通り。

1. アメリカ軍に位置が露⾒することを防ぐために、⽇本軍の⽕砲は上陸準備砲爆撃の間は発砲を⾏わない。ア
メリカの艦艇に対する砲撃は⾏わない。

2. 上陸された際、⽔際では抵抗を⾏わない。
3. 上陸部隊が⼀旦約500m内陸に進んだならば、元⼭⾶⾏場付近に配置した⽕器による集中攻撃を加え、さら

に、海岸の北へは元⼭から、南へは摺鉢⼭から砲撃を加える。
4. 上陸部隊に可能な限りの損害を与えた後に、⽕砲は千⿃⾶⾏場近くの⾼台から北⽅へ移動する。

 

⽕砲は摺鉢⼭の斜⾯と元⼭⾶⾏場北側の⾼台の、海上からは死⾓となる位置に巧みに隠蔽されて配置された。⾷糧
と弾薬は持久抵抗に必要となる2.5か⽉分が備蓄された。
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1945年1⽉に発令された最終作戦は、陣地死守と強⼒な相互⽀援を要求したもので、従来の攻撃偏重の⽇本軍の戦術
を転換するものであった。兵⼒の⼤幅な損耗に繋がる、防護された敵陣地への⾁弾突撃・万歳突撃は厳禁された。

また、栗林は⾃ら起草した『敢闘ノ誓』を硫⻩島守備隊全員に配布し、戦闘⽅針を徹底するとともに⼠気の維持に
も努めている。

⼀ 我等ハ全⼒ヲ奮テ本島ヲ守リ抜カン
⼀ 我等ハ爆薬ヲ抱イテ敵戦⾞ニブツカリ之ヲ粉砕セン
⼀ 我等ハ挺進敵中ニ斬込ミ敵ヲ皆殺シニセン
⼀ 我等ハ⼀發必中ノ射撃ニ依ツテ敵ヲ打仆サン
⼀ 我等ハ敵⼗⼈ヲ斃サザレバ死ストモ死セズ
⼀ 我等ハ最後ノ⼀⼈トナルモ「ゲリラ」ニ依ツテ敵ヲ悩マサン

特に最後の「⼀ 我等ハ敵⼗⼈ヲ斃サザレバ死ストモ死セズ」と「⼀ 我等ハ最後ノ⼀⼈トナルモゲリラニ依ツテ敵ヲ
悩マサン」は、⻑期持久戦を隷下将兵に徹底させる旨の⼀⽂であり、この誓いは実際の戦闘で⽣かされることとな
る。

さらに陣地防御と持久戦を重要視した実践的指導として、同じく栗林が起草・配布した『膽兵ノ戦闘⼼得』では以
下のように詳述している（膽兵の「膽」とは第109師団の兵団⽂字符）。

 

戦闘準備
⼀ ⼗倍ノ敵打チノメス堅陣トセヨ ⼀刻惜ンデ空襲中モ戦闘中モ
⼆ ⼋⽅ヨリ襲フモ撃テル砦トセヨ ⽕網ニ隙間ヲ作ラズニ 戦友倒レテモ
三 陣地ニハ糧ト⽔トヲ蓄ヘヨ 烈シキ砲爆、補給ハ絶エル ソレモ覚悟デ準備ヲ急ゲ

防御戦闘
⼀ 猛射デ⽶⻤ヲ滅スゾ 腕ヲ磨ケヨ⼀発必中近ヅケテ
⼆ 演習ノ様ニ無暗ニ突込ムナ 打チノメシタ隙ニ乗ゼヨ 他ノ敵弾ニ気ヲツケテ
三 ⼀⼈死ストモ陣地ニ⽳がアク ⾒守ル⼯事ト地物ヲ⽣セ 擬装遮蔽ニヌカリナク
四 爆薬デ敵ノ戦⾞ヲ打チ壊セ 敵数⼈ヲ戦⾞ト共に コレゾ殊勲ノ最ナルゾ
五 轟々ト戦⾞ガ来テモ驚クナ 速射ヤ戦⾞デ打チマクレ
六 陣内ニ敵ガ⼊ツテモ驚クナ 陣地死守シテ打チ殺セ
七 広クマバラニ疎開シテ 指導掌握ハ難カシイ 進ンデ幹部ニ握ラレヨ
⼋ ⻑倒レテモ⼀⼈デ陣地ヲ守リ抜ケ 任務第⼀ 勲ヲ⽴テヨ
九 喰ワズ飲マズデ敵撃滅ゾ 頑張レ武夫 休マズ眠レヌトモ
⼗ ⼀⼈ノ強サガ勝ノ囚 苦戦ニ砕ケテ死ヲ急グナヨ膽ノ兵
⼗⼀ ⼀⼈デモ多ク倒セバ遂ニ勝ツ 名誉ノ戦死ハ⼗⼈倒シテ死ネルノダ
⼗⼆ 負傷シテモ頑張リ戦ヘ虜トナルナ 最後ハ敵ト刺シ違ヘ

 

防御準備の最後の数か⽉間、栗林中将は、兵員の建設作業と訓練との時間配分に腐⼼した。訓練により多くの時間
を割くため、北⾶⾏場での作業を停⽌した。12⽉前半の作戦命令により、1945年2⽉11⽇が防御準備の完成⽬標⽇
とされた。12⽉8⽇、アメリカ軍航空部隊は硫⻩島に800tを超える爆弾を投下したが、⽇本軍陣地には損害をほとん
ど与えられなかった。以降、アメリカ軍のB-24爆撃機がほぼ毎晩硫⻩島上空に現れ、航空⺟艦と巡洋艦も⼩笠原諸
島へ頻繁に出撃した。頻繁な空襲で作業は妨害され、守備隊も眠れぬ夜が続いたが、実質的に作業進⾏が遅れるこ
とはなかった。1⽉2⽇、⼗数機のB-24爆撃機が千⿃⾶⾏場を空襲し損害を与えたが、栗林中将は応急修理に600名を
超える⼈員と、11台の⾃動貨⾞および2台のブルドーザーを投⼊し、⾶⾏場をわずか12時間後に再び使⽤可能とし
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た。⾶⾏場確保に固執する海軍の要請により⾶ばす⾶⾏機も無いのに⾏われた⾶⾏場修復を、のちに栗林中将は戦
訓電報で批判している。

1945年1⽉5⽇、市丸少将は指令所に海軍の上級将校を集め、レイテ沖海戦で連合艦隊が壊滅したこと、そして硫⻩
島が間もなくアメリカ軍の侵攻を受けるだろうという予測を伝えた。2⽉13⽇、海軍の偵察機がサイパンから北⻄へ
移動する170隻のアメリカ軍の⼤船団・艦隊を発⾒する。⼩笠原諸島の⽇本軍全部隊に警報が出され、硫⻩島も迎撃
準備を整えた。

なお、硫⻩島守備隊は映像（ニュース映画）である⽇本ニュースで2回報道されている。「第246号」（「戦雲迫る
硫⻩島」2分36秒。他3本。1945年2⽉20⽇公開）では、2⽉16⽇頃にアメリカ軍が⾏った硫⻩島空襲に対し迎撃や対
空戦闘を⾏う海軍部隊の様⼦が。「第247号」（「硫⻩島」3分14秒。他2本。3⽉8⽇公開）では、硫⻩島神社に揃
って参拝する陸海両軍の軍⼈・⽊枝から滴る⽔を瓶で集めての飲料⽔化・地熱と温泉を利⽤する飯盒炊爨など、硫
⻩島における将兵の⽇常⽣活、また⼀〇〇式⽕焔発射機による⽕焔攻撃、戦⾞第26連隊の九七式中戦⾞改や九五式
軽戦⾞を仮想敵とした⾁薄攻撃など、戦闘訓練の模様が撮影されていると同時に、「前線指揮所に、敵必殺の策を
練る我が最⾼指揮官、栗林陸軍中将」とのナレーションのもとわずか数秒⾜らずではあるものの、両ラペルに中将
襟章（昭18制）を付した開襟シャツ姿の栗林中将の鮮明な映像が収められている。

----アメリカ軍----

1944年9⽉の段階でアメリカ軍のフィリピンに次ぐ攻略⽬標は台湾とされており、「コーズウェイ作戦」の作戦名で
検討が進められ、すでに上陸部隊の司令官には、アメリカ陸軍のサイモン・B・バックナー・ジュニア中将が決まっ
ていた。海軍側でもアーネスト・キング海軍作戦部⻑は台湾を攻略することで、南⽅資源地帯から⽇本本⼟へ資源
を輸送するシーレーンを遮断すること、また台湾を拠点として中国本⼟への進攻が可能と考えて台湾攻略を主張し
ており、これにはアメリカ海軍の太平洋戦域最⾼司令官チェスター・ニミッツ元帥も賛同していた。しかし、第5艦
隊司令官レイモンド・スプルーアンス提督は、硫⻩島が東京、九州、琉球列島を結ぶ円弧の中⼼となる重要地点
で、アメリカ軍が攻略したマリアナ諸島と⽇本本⼟の中間地点にあり航空基地として利⽤価値が⼤きいものと考え
て、台湾ではなく硫⻩島の攻略を主張していた。

やがて、9⽉中旬になってレイテ島上陸の予定繰上げが決まり、フィリピンの確保がより早く⾏える可能性が出てく
ると、アメリカ陸軍は、ルソン島さえ占領すれば台湾は無⼒化できるとの結論に達し、またアメリカ陸軍航空軍
は、台湾より⽇本本⼟に近い⼩笠原諸島や沖縄本島を、マリアナ諸島に次ぐ⽇本本⼟空襲の拠点として確保したい
と考えたので、南太平洋地域陸軍副司令官且つ第20空軍の副司令官ミラード・F・ハーモン（英語版）中将らが、「コ
ーズウェイ作戦」を中⽌、⼩笠原諸島や沖縄本島を攻略⽬標とすることを提案し、「コーズウェイ作戦」の指揮官
に内定していたバックナーも、補給の問題からハーモンに同調した。それでも海軍のキングは台湾攻略を主張して
いたが、太平洋艦隊司令部の参謀らによる研究結果で、マッカーサーの⻄太平洋⽅⾯連合軍がフィリピンに⼤戦⼒
を投⼊している現状において、太平洋⽅⾯連合軍の兵⼒は少なく、現有兵⼒での台湾の攻略は困難であるという勧
告を聞いたニミッツは、硫⻩島攻略を優先すべきと考えを改めており、1944年9⽉29⽇にニミッツとスプルーアンス
はキングを説得して、海軍で台湾攻略作戦の放棄と硫⻩島の攻略が決定した。そして陸軍も含めたアメリカ統合参
謀本部が1944年10⽉3⽇にニミッツに対して硫⻩島の攻略を正式に命じた。

硫⻩島攻略が、マリアナ諸島から⽇本本⼟空襲を⾏う戦略爆撃機B-29の⽀援のために決定されたと⾔われることが
あるが、硫⻩島攻略が決定された1944年10⽉の時点ではマリアナ諸島からのB-29による⽇本本⼟空襲はまだ始まっ
ておらず（東京発空襲は1944年11⽉24⽇、作戦決定時においてはB-29の⽀援が主⽬的ではなかった。海軍内で硫⻩
島攻略を主張し続けていたスプルーアンスも、当初は硫⻩島がB-29の作戦にとって⾮常に価値があることは頭にな
かった。しかし、作戦計画を進めていくにつれて、マリアナよりのB-29による空襲が、⽚道約2,000kmの⾶⾏距離
のため燃費を考慮して爆弾の搭載量を制限せざるをえなかったり、戦闘機の護衛がつけられないので8,500ｍの⾼⾼
度よりの爆撃を余儀なくされたりで、作戦効率が悪く成果があまり上がっていないことや、⼩笠原諸島は⽇本本⼟
へ向かうB-29を⾒張って無線電信で報告する、早期警戒システムにおける防空監視拠点として機能しており、特に
硫⻩島からの報告は最も重要な情報源となっていたこともあって、硫⻩島はB-29の⽇本本⼟空襲にとって⼤きな障
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害となって、その排除が求められた。また、燃料補給基地や損傷した機の不時着⾶⾏場としての価値も⾮常に⾼い
ものと考えられた。

⽇本軍は硫⻩島を出撃基地や中間基地として、マリアナ諸島のアメリカ軍基地に空襲を⾏っていた。第1回はB-29の
偵察機型F-13が東京上空に初めて⾶来した翌⽇の1944年11⽉2⽇で、陸軍航空隊 九七式重爆撃機が硫⻩島から9機出
撃、3機が未帰還となったがアメリカ軍に被害はなかった。 その後、東京がB-29の初空襲を受けた3⽇後の11⽉27⽇
に報復攻撃として、陸海軍共同でサイパンの⾶⾏場を攻撃している。陸軍航空隊新海希典少佐率いる第⼆独⽴⾶⾏
隊の四式重爆撃機2機が硫⻩島を出撃し、サイパン島を爆撃し、B-29を1機を完全撃破、11機を損傷させ2機とも⽣還
した。続いて海軍航空隊の⼤村謙次中尉率いる第⼀御楯特別攻撃隊が硫⻩島から出撃し、サイパン島イズリー⾶⾏
場を機銃掃射しB-29を2機撃破し、7機を⼤破させたが、迎撃してきたP-47と対空砲⽕により全機未帰還となった。
また、新海の第⼆独⽴⾶⾏隊は12⽉7⽇の夜間攻撃でもB-29を3機を撃破、23機を損傷させている。 最後の⼤規模攻
撃となったのは同年のクリスマスで、まず錫箔を貼った模造紙（電探紙、今で⾔うチャフ）を散布し、レーダーを
欺瞞させた後に⾼低の同時進⼊という巧妙な攻撃でサイパン島とテニアン島を攻撃し、B-29を4機撃破、11機に損傷
を与えている。1945年（昭和20年）2⽉2⽇まで続いた⽇本軍のマリアナ諸島の航空基地攻撃により、B-29を19機完
全撃破もしくは⼤破、35機が損傷し、アメリカ軍の死傷者は245名となった。アメリカ軍はやむなく、B-29を混雑気
味のサイパン島の⾶⾏場から、他⾶⾏場へ避難させたり、基地レーダーを強化したり、駆逐艦をレーダーピケット
艦として配置するなどの対策に追われるなど、B-29にとって硫⻩島の存在は脅威ともなっていた。

そのため、硫⻩島攻略の⽬的は⽇本本⼟空襲の⽀援という⾯が強調されるようになり

被弾による損傷、故障、燃料不⾜によりマリアナまで帰着できない爆撃機の中間着陸場の確保
爆撃機を護衛する戦闘機の基地の確保
⽇本軍航空機の攻撃基地の撃滅
⽇本軍の早期警報システムの破壊
硫⻩島を避けることによる爆撃機の航法上のロスの解消

などが作戦⽬的として掲げられるようになった。

 
1944年10⽉9⽇、アメリカ太平洋艦隊司令⻑官チェスター・ニミッツ海軍⼤将は「デタッチメント作戦」の準備を発
令した。参加兵⼒は第5艦隊司令官レイモンド・スプルーアンス海軍⼤将指揮下の5個任務部隊であった。硫⻩島派
遣軍最⾼指揮官には第51任務部隊司令官リッチモンド・ターナー海軍中将が任命され、第53任務部隊、戦艦を含む
⽔上打撃部隊である第54任務部隊、⾼速戦艦2隻と空⺟12隻からなる第58任務部隊（マーク・ミッチャー中将指
揮）、上陸部隊である第56任務部隊（司令官︓ホーランド・スミス海兵中将）がその指揮下に⼊った。また硫⻩島
の戦場にはジェームズ・フォレスタル海軍⻑官⾃らの同⾏視察が予定された。

 
「デタッチメント作戦」を担当する軍⾸脳は、極めて重要な作戦を指揮するために完璧に近い顔ぶれが選ばれた。
ガダルカナル島の戦いからグアムの戦いまで作戦に従事し、敵前上陸作戦の改善に⼒を尽くしてきた将官や参謀が
そのまま選ばれていた。「デタッチメント作戦」の軍⾸脳は、ガダルカナル島のジャングルを振り出しにマキン・
タラワの⾎で染まった環礁から、マリアナ諸島の岩⼭まであらゆる地形の戦場を経験し、その戦闘にまつわるほぼ
全ての問題を克服して、あらゆる戦技を尽くしてきたと絶⼤な信頼を寄せられていた。特にアメリカ軍の主要な上
陸作戦を指揮してきたターナーへの信頼は抜群であり、世界随⼀の⽔陸両⽤作戦の専⾨家とも評されていた。ター
ナーはアルコール中毒気味で、作戦中も毎晩のように旗艦艦上で軍紀違反の深酒をしていたが、その⾼い能⼒のた
め黙認されているほどであった。毎晩のように酩酊していても翌朝には完全に覚醒しており、周囲からはその回復
⼒が「素晴らしい能⼒」と称賛されていた。スプルーアンスもスミスもターナーには⼀⽬置いていた。

 

上陸部隊はシュミット少将指揮下の第5⽔陸両⽤軍団（海兵隊第3、第4、第5海兵師団基幹）だった。第3海兵師団は
ブーゲンビル島の戦いやグアムの戦いですでにその名を知られていたが、1944年秋の時点ではまだグアムにあり、
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残存⽇本兵の掃討作戦に従事していた。これら海兵3個師団に加えて、硫⻩島に上陸して陸上任務に就く海軍や陸軍
の将兵を含めると総兵⼒は111,308⼈にもなった。またこの⼤量の兵員の輸送や、上陸⽀援のために⽤意された艦船
は485隻、これに作戦⽀援を⾏う第58任務部隊の⾼速空⺟群を含めると、総艦船数は800隻、上陸部隊を含めた作戦
に従事する将兵は実に250,000⼈を上回ることとなったが、この兵⼒は硫⻩島の⼤きさを考えると恐るべき規模であ
った。

上陸第1波は第4、第5海兵師団（第26海兵連隊を除く）で、硫⻩島東海岸に対して第4海兵師団が右側、第5海兵師団
が左側に並んで上陸し、第3海兵師団はDデイ+3⽇まで沖合いで予備兵⼒として残るとされた。作戦計画は、橋頭堡
の迅速な確保と、第5海兵師団には南の摺鉢⼭、第4海兵師団には右側⾯の元⼭周辺の速やかな占領を要求してい
た。もし両地点の占領に⼿間取れば、両⽅向から砲撃を受けて上陸部隊に多数の死傷者が出ると予想された。

東海岸には不利な寄せ波の可能性があったため、⻄海岸へ上陸する代替計画も⽴てられたが、北北⻄の季節⾵によ
るうねりの危険性もあり、実⾏される可能性は低かった。東海岸は摺鉢⼭から北東へ伸びる約3kmの海岸があり、ア
メリカ軍はこれを500yd (457.2m) ごとに7つの区画に分割し、左から右（南⻄から北東）に向かってグリーン区、レ
ッド1区、レッド2区、イエロー1区、イエロー2区、ブルー1区、ブルー2区と名付けた。

 
第5海兵師団は、第28海兵連隊が⼀番⻄側に当たるグリーン区に上陸し摺鉢⼭へ進撃する。その東側には第27海兵連
隊が上陸し⻄海岸まで到達、次に北東へ向きを変えて作戦区域「O-1ライン」まで前進する。第26海兵連隊は予備兵
⼒とされた。第4海兵師団は、第23海兵隊がイエロー1区とイエロー2区に上陸し、千⿃⾶⾏場を占領して北東へ進
撃、元⼭⾶⾏場の⼀部と作戦区域「O-1ライン」内を制圧する。第25海兵隊はブルー1区に上陸後、千⿃⾶⾏場とブ
ルー2区を占領しつつ、北東⽅向へ進撃して作戦区域「O-1ライン」への到達する。第24海兵隊はDデイ初⽇は予備
とされた。

 
上記の通り、軍⾸脳は⼤きな損害は覚悟していたものの、硫⻩島の⾯積や、⾝を隠すジャングルなどもない岩だら
けの地形とこれまでの⽇本軍の戦術を検討し、戦闘は⽔際での攻防戦が主となり、作戦が順調に進めば上陸した海
兵隊は迅速に⽇本軍に⾁薄して、⻑くても2週間もあれば⽇本軍守備隊を殲滅できると考えていた。1945年2⽉16
⽇、作戦開始を控え、ターナーとスミスは「攻略予定は5⽇間、死傷は15,000名を覚悟している」と記者会⾒で述べ
て、記者たちを驚かせたが、その甚⼤な損害予想ですら実際にアメリカ軍が被った損害の約半分となった。ある程
度の苦戦を織り込んでいたアメリカ軍は、島や洞窟に潜む⽇本兵を効果的に殲滅し、アメリカ兵の被害を少なくす
るためには毒ガスの使⽤が最も効果的との結論を得ていたが（毒ガス禁⽌のジュネーヴ議定書に当時の⽇⽶は署名
をしていたが、批准はしていなかった）、統合参謀本部議⻑のウィリアム・リーヒ海軍元帥から反対する意⾒具申
もあって、国際的⾮難を顧慮したフランクリン・ルーズベルト⼤統領は許可しなかった。

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%C3%A3%C2%83%C2%A4%C3%A3%C2%83%C2%BC%C3%A3%C2%83%C2%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%C3%A6%C2%AF%C2%92%C3%A3%C2%82%C2%AC%C3%A3%C2%82%C2%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%C3%A3%C2%82%C2%A2%C3%A3%C2%83%C2%A1%C3%A3%C2%83%C2%AA%C3%A3%C2%82%C2%AB%C3%A5%C2%90%C2%88%C3%A8%C2%A1%C2%86%C3%A5%C2%9B%C2%BD%C3%A5%C2%A4%C2%A7%C3%A7%C2%B5%C2%B1%C3%A9%C2%A0%C2%98



